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※メールマガジンのタイトルが決まりました。 

昨年から募集しておりました、「北海道の自殺対策について～自殺の実態を知ろう～」に 

代わるタイトルが決まりました。 

メールマガジンの新しいタイトルは『Andante』です。これは音楽用語で、「ゆっくりと 

歩くくらいの早さで」という意味があります。他者に合わせるのではなく、自分なりのペ 

ースで歩いていきましょう、という意味が込められています。 

今後も皆さんと共に歩いていけるようなメールマガジンを配信していきたいと思います。 

たくさんのご応募ありがとうございました。 
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【１】北海道における自殺の現状 

 

◇◇◇◇高齢者の自殺について◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

北海道警察による平成 20年の自殺統計資料によると、道内では 1,726人の方が亡くなられていま

す。その内 600人が高齢者であり、これは全体の 35%を占めていることになります。 

今回のメールマガジンは高齢者の自殺について焦点を当てて見ていきます。 

※便宜上 30歳未満を青少年、30歳～59歳までを中高年、60歳以上を高齢者としています。 

◇◇◇◇性別ごとの年次推移◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

平成 17年から平成 20年までの高齢者の自殺者数と割合の推移を性別ごとに示します。 

○平成 17年：503人      男性：315人(63%)     女性：188人(37%) 

○平成 18年：524人      男性：345人(66%)     女性：179人(34%) 

○平成 19年：505人      男性：333人(66%)     女性：172人(34%) 

○平成 20年：601人      男性：374人(62%)     女性：227人(38%) 

男女の割合は概ね 6：4です。全体の自殺者の割合は概ね 7：3 という特徴があるので、女性の割

合が若干高めの傾向にあるようです。平成 18年・19年では男性の割合が高くなっていますが、平

成 20年になると男性を上回り、女性の自殺者数が急増しています。 

 

◇◇◇◇方面別による特徴◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

警察署の管内別に札幌・旭川・釧路・函館・北見方面と分けて、平成 20年の高齢者の自殺者数と

平成 19年と比べた増減を見てみます。 

○札幌方面：313人  37人増［+13%］  男性：209人 23人増 女性：104人 14人増 

○旭川方面： 81人  4人増［+ 5%］  男性： 45人  4人減 女性： 36人  8人増 

○釧路方面： 87人 17人増［+24%］  男性： 44人  2人増 女性： 43人  15人増 

○函館方面： 72人 26人増［+57%］  男性： 48人 18人増 女性： 24人  8人増 

○北見方面： 48人 12人増［+33%］  男性： 28人  2人増 女性： 20人 10人増 

高齢者の増加は他の年代に比べると非常に多くなっており、特に釧路、函館、北見方面では顕著

です。また、方面別に見ると旭川や釧路のように男女比がほとんど変わらないところもあります。 

 

※自殺統計に関する資料は、以下のページでも詳しくご覧いただけます。ご参照ください。 

URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jisathuyoboukanrenzyouhou.htm 



※また、北海道の各地域における状況を北海道地域自殺予防情報センターの HP内でも紹介 

しています。こちらもご覧ください。 

URL:http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jokyou.htm 
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【２】高齢者の自殺予防 

 

高齢社会である中、高齢者の占める自殺の多さは深刻な問題です。自殺を事前に予防するため

に、高齢者の自殺について理解を深めていきたいと思います。 

◇◇◇◇高齢者の特徴◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

高齢者を取り巻く環境や身体的変化には、退職、役割の喪失、加齢による身体能力の低下、病

気、家族の病気、近親者の死といったことが挙げられます。それに伴う心理的な変化や、ストレスに

対応することが困難になると、精神的な病気につながることがあります。 

日本では年々平均寿命が延び、世界でも有数の長寿国となっています。高齢になるほど一人ひと

りの個人的な能力や知識は異なってくるようです。精力的に何でもこなし、かくしゃくとした高齢者の

方もおられるでしょうし、のんびりと余生を楽しむ方もいらっしゃい 

ます。しかし一般的には社会的な役割が小さくなっていき、自らの体力の低下、健康について不安

に感じることも多くなると考えられます。高齢者の自殺の動機で最も多いのは健康問題となっていま

す。これは必ずしも重症な身体的疾患だけに限らず、何かしらの心理的な背景を身体の症状として

訴えている「救いを求める声」である場合もあります。 

若い人に比べると既遂自殺となることが多く、これは自殺への意思が確固としているということの他

に、身体的に見ても若い人なら助かる状況でも、高齢者では命を落としてしまう場合があるというこ

とが考えられます。 

高齢になると女性の自殺数も多くなるようです。北海道も地域によっては女性の自殺者数の増加が

顕著に見られ、男性とほとんど同数である地域もあります。 

また、同世代の知人の死を経験したり、自分の死について考える機会も多くなるでしょう。 

喪失体験を繰り返すことがうつ病のきっかけになることも多くあります。身体的訴えの背後にうつ病

が隠されていることもあると言われています。 

 

◇◇◇◇高齢者のうつ病◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

高齢者のうつ病の特徴は、以下のことが挙げられます。 

・「あちこちが痛い」「疲れる」という身体的な不調が続く 

・体の病気が原因となり「自分はもう駄目だ」と悲観的になる 

・今まで好きだったことに関心が持てなくなる 

・認知症との区別が困難となる 

・自殺につながりやすい 



こうした症状が老化に伴う認知症などの病気なのか、それ以外の精神疾患なのか、あるいは複合

的に合併しているものなのかという判断が、今後の治療や対処のために必要となってきます。これ

は専門医に相談することが最も大切なのですが、精神科にかかることに抵抗のある方も少なくはな

いでしょう。まずはかかりつけの医師に相談するという方法も重要な手立てです。 

 

◇◇◇◇うつ病と認知症の違い◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇◇ 

高齢者の場合、うつ病と認知症の区別が付きにくいとされています。どちらも心身の活動が低下し、

元気がなくなったり、集中力が続かない、忘れっぽくなるという共通点があります。しかしこれらを見

分ける違いとしては、うつ病の場合、物忘れなどの記憶障害を本人が強く感じているのに対し、認

知症では自覚していることが少ないということがあります。見当識という、今日が何年何月何日何曜

日かという時間や、今どこにいるかなどの場所についても、うつ病の場合はほとんど理解しています

が、認知症では理解できなくなることが多くあります。病状の経過もうつ病は治療により回復します

が、認知症は次第に進行していきます。また、うつ病の人は自分を責める傾向が強いですが、認知

症の人は自分の物が誰かに盗られたという、もの盗られ妄想のような他者を責める傾向があるようで

す。 
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【３】お知らせ 

 

◇こころの電話相談 受付時間の延長について 

精神保健福祉センターでは、こころの電話相談の相談時間を延長して受け付けております。 

月曜日から金曜日までは 9：00～21：00、土曜日曜祝日は 10：00～16：00 まで受け付けています。 

Tell：0570-064556 

※札幌市民の方は札幌こころのセンター(札幌市精神保健福祉センター)をご利用ください。 

Tell：011-622-0556 

 

◇HPを更新しました 

北海道地域自殺予防情報センターの HPができました。 

北海道の状況や自殺対策に関する取り組みなどについて紹介しています。情報をより見やすく、分

かりやすくご覧いただけるよう心がけています。是非ご覧ください。 

以前、北海道で作成した自殺予防 CMの紹介を掲載しました。動画でもご覧いただけます。 

URL：http://www.pref.hokkaido.lg.jp/hf/sfc/jisatutaisaku.htm 

 

 

◇相談・支援者のための「自殺予防ゲートキーパー」研修 



地域や医療・保健・福祉、労働、教育等の様々な分野で相談支援活動を行っている方を対象に

「自殺予防ゲートキーパー」研修が道内各地で行われています。2月は北斗市と札幌市で開催さ

れます。 

 

◇メールマガジン登録者が 100人を超えました 

北海道地域自殺予防情報センターで配信しているこのメールマガジンを登録していただいている

方が 100名を超えました。今後も自殺予防について、多くの方々と考えていきたいと思います。よろ

しくお願いいたします。 

 

 

******************************************************************************** 

【４】編集後記 

 

「Andante」をご覧頂いてありがとうございます。新タイトルも決まり、新しい年を気持ちよく始めること

ができました。皆さんの想いの込められたタイトルが届くたび、読んでいてくださる人がいるのだと思

い嬉しくなりました。お寄せ頂いたタイトルや、それに込められた想いは真摯に受け止め、今後に活

かしていきたいと思っています。ありがとうございました。 

今回のメールマガジンでは、前回、前々回と年代ごとにテーマを絞ってみてきました。今回は高齢

者ということでしたが、その特徴や内容はどの年代でも当てはまることが多いように感じました。もち

ろん年代ごとで気を付けていけることも多いのですが、それ以上にどの年代の人でもお互いのつら

さを分かり合えていけるのではないか、お互い支え合うことが出来るのではないかと感じています。 

 

次回 Vol.７は 2月末に配信予定です。 

 

 

＊お問い合わせ先＊ 

北海道立精神保健福祉センター 

札幌市白石区本通 16丁目 6番 34号 

Tell 011-864-7121 

Fax 011-864-9546 

URL http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ hf/sfc/ 

Mail hofuku.seishin1＠pref.hokkaido.lg.jp 

 

 

 


